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事業所・施設概要

□熊本市の特徴：人口732,543人
高齢化率２６．３％

（熊本県31.5％・全国平均28.9％）
*2020年

□認知症サポーター養成率 １３年連続全国1位
□あやの里のある東区は、一番人口の多い区。
熊本市の中では比較的若い人、家族が住んでいる町

JMAP地域医療情報システムより
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特定非営利活動法人
あやの里
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あやの里とは

『ご利用者ご家族地域住民、職員と

ともに生きるあやの里』

・認知症に特化した介護事業所

・2001年に開業。今年2３年目

・職員数6５名。

・平屋で自宅のような住まいを再現

・グループホーム 2ユニット

・認知症対応型通所介護 ３単位

・有料老人ホーム（定員１８）

・訪問介護事業

・居宅介護支援事業

・常設型認知症カフェ

相談から住まい、看取りまで対応できる事業
所。ショート、ナイトステイを活用し、緊急事
態にも臨機応変に対応できるスキルがある。
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ともに生きる
あやの里の事業理念

ご利用者、ご家族、地域住民、職員ともに
手を携え喜びを共有しあう

福祉拠点となるよう精進いたします。

地域
住民

ご家
族

地域
の専
門職

職員

ご利用者
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業務改善の取組について
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生産性向上（業務改善）を行うきっかけ
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・創立23年 創立者が目指した認知症のある方のための場として役割。
・認知症に特化した事業所として、困難事例にも対応。若年性認知症の方の受け入れ。
・認知症に関わるイベント、講師、啓もう活動を主催、参画（認知症カフェas a café, KaigoPride, 熊本県
内外大学での講義等）
・2018年 グッドデザイン賞「地域コミュニティ部門」受賞

熊本県より「認知症になっても安心して暮らせるまちづくりに大きく貢献した」感謝状受賞
・地域の福祉拠点としての役割を持っている：熊本地震や台風の際の避難所としての機能

認知症ケアの理念はあやの里の基盤となっているが職場での課題は多く・・・約１０年前・・・高い離職率、
アナログな業務体制、職員の高齢化、情報共有がうまくできない、トップダウンのみの指示、受け身の職員、
チームとしての意識が稀薄・・・等々

課題の根幹：個人の専門主義、能力主義の傾向が強い組織体制。
組織マネジメントという概念がない。
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事業所・施設で決めた業務改善 「はじめの一歩」
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• はじめの一歩として決めた取り組み：
５年前より本格的に、リーダーによる「マネジメント研修」をスタート

＊法人内研修・外部講師による指導 等

• 事業所・施設の目指す姿・目標：
あやの里の強みである認知症ケアを職員皆で活かすために、

組織マネジメント力の向上を図り、事業理念である『ともに生きる』を
実現する。

職員が主体となり、業務改善を考えていくことを行動目標とする。
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改善活動のステップについて
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「改善活動のステップ」から気づいた課題

最初は主に、こちらが望む、マネジメント、リーダー像の研修を行っていた。
コーチング、外部講師、 新人教育について
しかし、手ごたえがない・・・リーダーとの温度差を感じていた。なぜ？？？

→職員の話を聞いて改善活動を行っていたつもりになっていたが、
トップダウン的に改善活動を進めていた。
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生産性向上・改善活動の開始

10

◎5月より株式会社TRAPE様のSociwellを利用し、改善活動を開始。

©Sociwell
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改善活動のステップと進め方
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ステップ 内 容

ステップ１ 改善活動の準備をする

ステップ２ 現場の気づきと向き合う

ステップ３ 因果関係図を作成する

ステップ４ 解決すべき問題を絞り込む

ステップ５ 取り組む課題と客観的に向き合う（実施前検証）

ステップ６ 解決すべき問題を決定する

ステップ７ 現場改善プランを作成する

ステップ８ 改善活動を行う

ステップ９ 新たな価値が生まれたかを検証する（実施後検証）

ステップ１０ 改善活動について発表する

【各ステップの進め方】
１.動画コンテンツを見る

↓
２.対話をする

↓
３.改善活動を行う

↓
４.再び対話をする

今まではステップ８の
改善活動を行うから
始める事が多かった。

©Sociwell
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改善活動の取組（ステップ１．改善活動の準備をする）
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【実施内容】～キックオフ～
・生産性向上とは？研修
・イントロダクション動画視聴
・研修後の対話
→・活動を始める前に、チームメンバーに理想のチーム像を出してもらい、改善活動の目標と目的を明確にした。
・改善活動を行うにあたって、不安に思うこと・疑問・期待する事等素直に感じている意見を全ての職員が発言
できるように雰囲気作りや、話題の深堀りを行った。
・今まではトップダウンが多く、自分の意見を述べる事が少ないスタッフがいた。
・ネガティブな意見も多々聞かれた。
→“何をするのか”が分からない。

日々の業務と並行しての改善活動がうまくいくのか心配。
新しい事を始める際には負担に感じる。

・法人代表からのメッセージ視聴
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【実施内容】～現場の気づきと向き合う～
・現状把握アンケート、気づきアンケート、因果関係図についての動画・資料を視聴。

・現状把握アンケートの実施。

・気づきアンケートの実施
【実施内容】～因果関係図を作成する～
・現状把握アンケート・気づきアンケートを集計し因果関係図を作成。

改善活動の取組（ステップ２．現場の気づきと向き合う）
(ステップ３．因果関係図を作成する）

13
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改善活動の取組（ステップ４．解決すべき問題を絞り込む）

14

【実施内容】
・アンケート結果のフィードバック、因果関係図を見なが
ら対話。
・改善活動項目を大まかに決める。

【アンケート結果について】
・多くのアンケートに対して“ある程度そう思う”“あまりそ
う思わない”との回答が多く、チームでの「共通言語
（共通認識）」が少なく認識にズレがあることが分かっ
た。
・職員のモチベーションは高いが、業務に追われている
ことが多く、パフォーマンスが低くなっている。
・職員間のコミュニケーションが多く、風通しの良い環境
である。

☆最も気づきが多い（関心度が高い）項目である業
務改善活動（一日の業務流れ、情報共有、特定業
務）の中から一日の業務流れを最初に取り組む改善
活動項目と決定。

©Sociwell
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気づきアンケートの内容

15

職員によって
優先順位が異

なる

利用者より業務
優先になってい
ることがある

現場スタッフが確
保できておらず走
り回ることがある

事務時間がなく、終
業時間後に実施して
いることが多い

バタバタしており、
もう少し余裕がほし

い

委員会や他業務が重な
ると休憩がしっかりと
れないことがある

業務遂行準備
が異なる

個別対応
が多い

各スタッフの
できる業務に
偏りがある

物がどこにある
かわかりづらい

物がどこにある
かわかりづらい

スタッフがほと
んど送迎に出て
しまい、受け入
れ準備をするス
タッフに負担が

かかる

傷の有無など送
迎車両の管理が

煩雑

上司宛の内線が
多い

スタッフとも利
用者ともコミュ
ニケーションの
時間が欲しい
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改善活動の取組（ステップ５．取り組む課題と客観的に向き合う（実施前検証）
(ステップ６．解決すべき問題を決定する

16

【取り組む課題と客観的に向き合う】
・タイムスタディの実施（１週間）
→一日の業務を１０分毎に測定し、どの業務をどの時間に
どれだけの時間行っているかを可視化させる。
・絞り込んだ課題をより詳細なアンケート実施
・アンケート結果を解釈

【解決すべき問題を決定する】
・職員との対話（アンケート・タイムスタディのフィードバック）
→ルールや指標が少なく、職員間での認識のズレがあるがコ
ミュニケーションが多いため、ズレを補っている。
共通の認識を持ち、可視化させることでズレを無くす。

©Sociwell
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改善活動の取組（ステップ７．現場改善プランを作成する）
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【実施内容】
・マスターラインのたたき台を作成
→実施頻度に関わらず、すべての業務を可視化させる。（管理業務も何があるのかを全
ての職員に可視化する）

・職員と対話にてブラッシュアップし、プランを決定する。
→業務の認識にズレがあり、対話を通して共通認識することができ、共通の認識のもとマ
スターラインに反映させることが出来た。

©Sociwell
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改善活動の取組（現状までの振り返り）
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○うまくいった点、 工夫した点
・対話にて発言の機会を多く持つようになり、今まで意見が少なかった職員からも意見が
多く出るようになってきた。
・最初はネガティブな意見や主体的に捉えていない様子が見受けられることもあったが、
徐々に主体的に捉えている様子が見えるようになっている。
・職員には感謝を沢山伝えるようにし、この改善活動を通して本気で現場を良くしたいと
の思いを常に伝え続けた。

○つまずいた点、失敗した点
・最初はリーダーである自分自身がトップダウンの感覚が抜けなかった。
・ネガティブな意見ばかりに対して深堀しきれない事があった。
・業務と並行しての実施で、対話や動画視聴の時間のスケジュールが難しい時があった。
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今後の業務改善について
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 改善活動の今後に向けた課題：

職員皆で取り組んだ業務改善の成果が見える形に！

 今後新たに実施したいこと・今後の方針：

改善活動のステップを全ての部署の基本にしていく。
改善案の具体的な行動に落とし込んでいく。
今取り組んでいる事が、自分達の力で改善した！と見えるところまでチームで取り組む。

職員皆で準備８割！！！！！！を合言葉に！
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おわりに
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これまで、組織マネジメントの重要性を感じながらも、アプローチの方法に課題が
あった。

今回の研修で「改善活動のステップ」を学び、具体的な改善活動のプロセスが理解
できた。また、どこで不具合が生じていたかに気づくことができ、今後の改善活動がよ
りスムーズになると考えている。

リーダー達との合言葉「準備が8割！」



©2023 厚生労働省 令和5年度 介護現場の生産性向上に関する普及・定着促進事業



©2023 厚生労働省 令和5年度 介護現場の生産性向上に関する普及・定着促進事業 22


